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夏の北海遺を薄ねて

北海遺への観施熱は緯浄盛彬ぽなる一苑で踏る邊蕊のながはは身クシ_締陰ン劣勿_

漢施は爽型観施バ測試る簸難漆旅術蟹淡鳶もの締リ楓汐⑳串熔寝袋を入れで周遊

券鰯潮閥のある貧おは鎧遺肉のあお忍移蜜歩鳶鰯り概鴫学塗な濠いろいるである岳

秘潅ち淡夏樽組質調餐をじ茨いるを慧胃商の讃壷遺騰湾糠乎湖から然別湖へ抜けるψ

遺な濠湾慧れ蟻の著煮瀧淋列をな籔恋簿劣い勧渇⑳繕会夢該㍑満鳶莚芯の火達の

棚蛇は地質縫勃沃興味蟹祷顯燕煽火も多嘗蛇違い柳帖お敬蝋地質登勉強篶で

いる火淑･繍泌姉柵ない曲景⑳旅符⑳一助樽愁&椛幌蟹串心些杉稔北海遺⑱地質⑳

み竺ごろ蜜いっ花もの蟹詞むだのがごの記事で踏る吉各簑一スの文献はおもなもののみ

にした､くわしい地名も晋ひs万分のヱ地形図を参照されるようお願いする.質間カミ

あっ花ら各項員の執筆者にお寄せ下さい､

函館

にて

鈴添勢鰹藤糟窓

青森を出航し花脊函連絡船は3時閲50分で函鮒誰膳

する､その後半約王時間は北海道松前半島の東岸沿

層は層厚3狐前後の薄い砂礫層ど砂層で段丘面は削剃

繭の性格を有レている苗段丘繭の下比は砂岩･シルト

岩からなる印新値～鱒新抵の地層が薫豚禽亀の海蝕崖を

校じて連続露出している㈱蔓み免る｡三ツ看繭の背後

には野辺地面･修道院繭などがあるが連絡船からは

はっきりし漆い､船が爾館山をお手にみるようぽなる

と船足はにわかに藩ちて船は工80獺転回しで爾館桟橘

につく由

函館市はこの函館山とそれを亀田半島につないだ砂

州の上に発達した街である､函館市の生命ともいうべ

意港も函館山のふところにつつまれた天然の良港であ

りいわば函館山は函館市の生みの親占もいうべきで

あろう害函館山の地質は遠く安政元年(185遂)のペ

ルリ属本遠征記の申は彼の船医の観察として花騎岩

と閃長岩とからなると記されているが当然これは誤り

である｡その後文久2年(1862)には幕麻淋招い淀

米人ブレｰクぽよって踏査窒れており資本最古の地質

学的観察の記録を有している｡しかし函館山は明摘

33年から昭和20隼襲での長い剛帥本陸軍の要塞として

使用きれ一般の人の立入りも禁止書れて地質学的に
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